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発
表
す
る
こ
と
、
交
流
す
る
こ
と 

 

 

東
御
市
文
化
協
会
長 

小
池 

孝
雄 

 

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
当
協
会
に
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
舞
台
や
展
示
あ
る
い
は
印
刷
物
な
ど
に
よ
り
、
た
く
さ
ん

の
文
芸
活
動
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
を
い
っ
ぱ
い
頂
き
ま
し
た
。 

舞
台
作
品
で
は
、
各
自
持
ち
場
（
パ
ー
ト
）
を
し
っ
か
り
務
め
、

同
時
に
全
体
の
調
和
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
緊
張
感
は
大
変

な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
し
、
や
り
遂
げ
た
と
き
の
達
成
感
は
何
に
も

代
え
が
た
い
で
し
ょ
う
。
作
品
展
で
は
個
人
の
作
品
が
並
び
ま
す
が
、

作
品
の
仕
上
が
り
ま
で
の
間
に
は
互
い
の
切
磋
琢
磨
が
あ
っ
た
は

ず
で
あ
り
、
完
成
度
の
高
い
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

間
に
は
仲
間
同
士
の
絆
も
深
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
が

個
人
を
支
え
、
ま
た
個
人
が
グ
ル
ー
プ
を
支
え
る
。
そ
こ
か
ら
張
り

の
あ
る
暮
ら
し
が
得
ら
れ
、
そ
し
て
観
る
者
に
は
感
動
が
生
ま
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

当
協
会
に
は
ま
た
、
事
業
計
画
に
『
市
民
の
文
化
振
興
に
資
す
る
。』

『
文
化
振
興
を
図
る
。
』
と
掲
げ
る
よ
う
に
、
地
域
と
の
交
流
の
促

進
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。
生
涯
学
習
の
講
師
を
務
め
て
い
る
方

や
、
施
設
等
で
特
技
を
披
露
さ
れ
て
い
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ
も
お
あ

り
で
す
が
、
協
会
と
し
て
一
層
積
極
的
に
取
り
組
め
れ
ば
、
な
お
い

い
の
で
は
な
い
か
。
講
師
派
遣
や
出
前
公
演
等
の
地
域
（
市
民
）
か

ら
の
受
付
窓
口
を
作
っ
て
要
望
を
受
け
付
け
、
協
会
内
の
グ
ル
ー
プ

の
意
向
も
踏
ま
え
、
需
要
と
供
給
を
つ
な
ぐ
。
こ
う
し
て
地
域
交
流

が
進
め
ば
い
い
と
考
え
ま
す
。 

発
表
と
交
流
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
は
、
必
ず
文
化
の
薫
る
ま

ち
（
市
民
憲
章
）
実
現
の
一
助
に
な
り
ま
す
。 

 

文
化
協
会
は
会
員
募
集
中
で
す
。
二
十
二
部
会
、
１
，
２
４
０
名

の
協
会
員
が
、
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
31
年
度
東
御
市
文
化
協
会
総
会 

平
成
31
年
4
月
11
日
（
木
）
平
成
31
年
度

東
御
市
文
化
協
会
総
会
が
東
御
市
中
央
公
民
館

講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

来
賓
に
東
御
市
長
、
東
御
市
議
会
議
長
、
東

御
市
議
会
社
会
文
教
委
員
長
、
東
御
市
教
育
長
、

東
御
市
公
民
館
長
を
お
招
き
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。 小

池
文
化
協
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
ご

来
賓
の
中
か
ら
東
御
市
長
と
東
御
市
議
会
議
長

の
お
二
方
か
ら
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
功
労
者
表
彰
は
推
薦
が
な
く
、
ま

た
前
々
年
度
の
役
員
に
贈
ら
れ
る
感
謝
状
に
つ

い
て
も
対
象
者
全
員
が
授
与
を
辞
退
さ
れ
た
た

め
授
与
式
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

議
事
進
行
役
の
議
長
に
は
「
執
行
部
一
任
」

の
声
が
か
か
り
音
楽
部
会
の
大
塚
栄
一
さ
ん
に

今
年
も
務
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
議
案

1
号
（
平
成
30
年
度
東
御
市
文
化
協
会
事
業

報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
）
及
び
2
号
議
案

（
平
成
31
年
度
東
御
市
文
化
協
会
事
業
計
画

(

案)

及
び
予
算(

案)

に
つ
い
て
）
と
も
に
問
題

な
く
拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
第
1
号
の
新
役
員
の
報
告
に
つ
い
て

は
、
副
会
長
1
名
、
監
事
1
名
、
幹
事
2
名
の

留
任
の
承
諾
が
得
ら
れ
た
た
め
今
年
度
の
役
員

の
人
事
変
更
な
し
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
報

告
第
2
号
で
は
会
員
数
の
増
減
は
あ
り
ま
し

た
が
最
終
的
に
は
6
名
の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
の
後
、
懇
親
会
が
行
わ
れ
会
員
相
互
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

                  

会 
 

 
 

長 

小
池 

孝
雄 

 

副

 

会

 

長

 

赤
堀 

峰
晴 

 

副

 

会

 

長

 

依
田 

啓
子 

 

会 
 

 
 

計 

一
之
瀬
好
子 

 

顧 
 

 
 

問 

庄
村 

 

茂 

監 
 

 
 

事 

山
浦 

隆
子 

監 
 

 
 

事 

渡
邉 

洋
子 

幹
事
長(

広
報
委
員
長) 

天
野
泰
二
郎 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

庄
村 

 

茂 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

太
田 

光
弘 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

成
山 

喜
枝 

 

幹
事(

広
報
委
員)

 

堀
内
セ
イ
子 

絵

画

部

会

 

荒
井 

節
子 

 

写

真

部

会

 

竹
内 

成
人 

 

書

道

部

会

 

栗
原 

陽
子 

 

民

謡

部

会

 

船
田 

利
明 

 

舞

踊

部

会

 

小
松 

久
子 

 

詩

吟

部

会

 

上
條 

 

巌 

 

合

唱

部

会

 

関 
 

文
彦 

 

華

道

部

会

 

松
本 

房
子 

 

茶

道

部

会

 

一
之
瀬
好
子 

 

手

芸

部

会

 

田
中
富
貴
子 

 

工

芸

部

会

 

原
田 

浩
恵 

 

園

芸

部

会

 

依
田 

啓
子 

 

 

短
詩
型
文
学
部
会 

小
林 

嘉
代 

 

陶

芸

部

会

 

渡
辺 

楫
子 

 

音

楽

部

会

 

川
上 

貞
子 

 

ダ

ン

ス

部

会 

福
島 

睦
子 

 

棋

道

部

会

 

寺
島 

義
昭 

 

文
芸
創
作
部
会 

太
田 

光
弘 

 

邦

楽

部

会

 

山
口
由
美
子 

 

料

理

部

会

 

清
水 

美
幸 

 

カ
ラ
オ
ケ
部
会 

坂
田 

美
幸 

 

教

養

部

会

 

成
山 

喜
枝 
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木
彫
り
士 

近
喰
和
夫
氏
と
そ
の
弟
子
た

ち 

ア
ル
ク
マ
と
一
緒
に
信
濃
の
国 

 

平
成
30
年
12
月
10
日
（
日
）
13
時
か
ら
東

御
市
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
14
回
東
御
市
合
唱
祭
が
東
御
市
文
化

協
会
合
唱
部
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
演
団
体
は
、 

東
御
市
唱
歌
童
謡
教
室 

テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル 

と
う
み
コ
ー
ル
ジ
ュ
ニ
ア 

コ
ー
ル 

エ
コ
ー 

山
び
こ
合
唱
団 

北
御
牧
小
学
校 

音
楽
ク
ラ
ブ 

滋
野
唱
歌
童
謡
講
座 

ム
ー
ミ
ン 

く
る
み
児
童
合
唱
団 

と
う
み
混
声
合
唱
団 

愛
唱
歌 

牧
の
う
た
ご
え 

マ
ル
カ
ー
ト 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

D
iv

a
 

東
部
中
学
校 

合
唱
部 

コ
ー
ル
・
ラ
イ
デ
ィ
ー
ン 

 
 

以
上
15
団
体
。 

文
化
協
会
の
合
唱
部
会
を
は
じ
め
、
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
市
内
一
般
団
体
な
ど

歌
声
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
た
ち
が
一
堂
に

集
ま
り
行
わ
れ
た
祭
典
で
し
た
。 

休
憩
の
後
、ス
テ
ー
ジ
に
ア
ル
ク
マ
君
登
場
。 

そ
し
て
、
信
濃
の
国
を
み
ん
な
で
合
唱
。 

今
年
の
合
唱
祭
で
は
歌
声
と
と
も
に
演
出

を
工
夫
し
た
合
唱
団
が
増
え
、さ
ら
に
感
情
表

現
を
豊
か
に
し
て
観
客
を
魅
了
さ
せ
て
い
ま

し
た
。今
年
も
最
後
に
出
演
者
全
員
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
大
地
讃
頌
の
大
合
唱
で
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
に
歌
声
を
響
か
せ
、音
楽
の
原
点
と

も
言
え
る
合
唱
祭
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

東
御
市
総
合
写
真
展
開
催 

一
般
市
民
参
加
者
増
え
る 

平
成
31
年
4
月
16
日
（
火
）
か
ら
21
日

（
日
）、
第
4
回
東
御
市
総
合
写
真
展
が
東
御

市
文
化
会
館
展
示
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
写
真
展
は
、
東
御
市
文
化
協
会
に
加

盟
し
て
い
る
写
遊
と
う
み
、
写
団
・
S

F

C

、
遊

子
会
、フ
ォ
ト
ク
ラ
ブINAGAKI

に
よ
る
実
行

委
員
会
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
57
作
品
の

展
示
が
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
一
般
か
ら
の
出

展
が
増
え
、
6
名
7
作
品
の
出
展
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。写
真
は
目
で
は
追
え
な
い
一
瞬
の

世
界
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て
し
ま
う
。時
に
は

コ
ン
マ
何
秒
と
い
う
世
界
を
も
見
せ
て
し
ま

う
。生
活
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
微
笑
ま
し
い

も
の
か
ら
、
普
段
見
ら
れ
な
い
情
景
、
そ
し
て

普
段
見
て
い
て
も
気
付
か
な
か
っ
た
世
界
な

ど
興
味
を
そ
そ
る
作
品
な
ど
で
来
場
者
の
心

を
引
き
付
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
写
真
展
を
ご
覧
に
な
り
、
私
も
！
と

思
わ
れ
る
方
、ぜ
ひ
次
回
の
写
真
展
に
出
展
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

入
会
も
歓
迎
し
ま
す
。
材 

広
報
委
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グ
ル
ー
プ
活
動
の
紹
介 



令和元年 7月１6日 

 3  

部
会
・
グ
ル
ー
プ
の 

活
動
を
振
り
返
っ
て 

囲
碁
大
会 

 
 

 

カ
ラ
オ
ケ
部
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
御
美
術
会 

 
 

 

写
団
Ｓ
Ｆ
Ｃ 

 

T

N

S
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ   

彩
明
会 

 

書
道
部
会 

 
 

 

み
ま
き
絵
画
会 

  

舞
踊
部
会 

 
 

 

詩
吟
部
会 

 

香
東
会 

文
化
協
会
の
部
会
及

び
各
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の

場
を
目
標
と
し
て

日
々
練
習
や
、
技
能

の
向
上
に
励
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
発
表
会

や
展
示
会
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
あ
る
い
は
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グループ・代表 活動内容 活動場所 活動日 活動時間 その他(加入条件アピール等) 

カラオケ部会 

美幸会 

坂田美幸 090-4529-2647 

内容は会員募集特別号に同じです。 

連絡先電話番号のみの変更です。 

舞踊部会 

宗家西川流柳扇会 

一之瀬公 62-2292 

西川流日本舞踊 

 

中央公民館 毎週金曜日 19：00～

21：30 

未経験者歓迎 

短詩型文学部会 

木耀句会 

井戸田盛男 63-7437 

 

 

経験豊富な講師の指導を受け

四季の変化と日常生活におい

て発見した感動を俳句で表現

します。 

中央公民館 第 3木曜日 18：00～

20：00 

未経験者歓迎 

特に日中は、仕事、家事

等で活動できない方。

夜間の開催ですので仲

間入りして下さい。 

東御市文化協会では随時会員を募集しております。会員募集特別号（平成 31 年 2 月 16 日発行）で会員受

け入れ中のグループの活動状況を紹介しましたが、掲載できなかったグループやその後内容変更になったグ

ループ等を下記に掲載します。詳しくは下記事務局までお気軽にお問い合わせ下さい。 

文化協会事務局は、東御市文化会館（サンテラスホール）内 ☎0268-62-3700 です。   

会 員 募 集 
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化
協
会
イ
ベ
ン
ト
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第
12
回 

音
楽
部
会
発
表
会 

お
ら
ほ
の
町
の
音
楽
会 

 
 
 
 
 

 
 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

 

日
時
／ 

７
月
21
日(

日)
 

午
後
1
時
～ 

場
所
／ 

文
化
会
館
ロ
ビ
ー 

参
加
団
体
／
ピ
チ
カ
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

 
 
 
 

フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

エ
オ
リ
ア 

 
 
 
 

あ
う
ん 

 
 
 
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 

Ｔ
Ｎ
Ｓ
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

□問
音
楽
部
会
長 

川
上
☎

62-

２
３
４
４ 

 

第
30
回 

文
化
協
会
長
杯
囲
碁
大
会 

日
時
／
7
月
28
日(

日) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 

（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

 

第
24
回 

カ
ラ
オ
ケ
部
会
発
表
会 

日
時
／
8
月
25
日(

日) 

 
 

開
場 

午
前
9
時 

開
演 

午
前
9
時
20
分 

 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

□問
カ
ラ
オ
ケ
部
会
長 

坂
田 

美
幸 

☎

64-

２
１
８
７ 

 

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブINA

GA
KI

 

写
真
展 

日
時
／ 

9
月
21
日(

土)

～
29
日(

日) 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
6
時 

（
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
） 

場
所
／ 

文
化
会
館
展
示
室(

24
日
休
館) 

 

□問
な
が
こ
し
カ
メ
ラ
☎

63-

６
９
７
８ 

 

第
29
回 

「
コ
ト
ヒ
ラ
杯
」
囲
碁
大
会 

日
時
／
9
月
29
日(

日) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 

（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

 写
団
Ｓ
Ｆ
Ｃ 
第
23
回 

 

ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
写
真
展 

日
時
／ 

10
月
1
日(
火)

～
6
日(

日) 

 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
午
後
6
時 

（
最
終
日
は
午
後
5
時
ま
で
） 

場
所
／ 

文
化
会
館
展
示
室 

 

□問
サ
ト
ウ
カ
メ
ラ
☎

62-

０
１
２
４ 

 と
う
み
混
声
合
唱
団 

 

創
立
40
周
年
記
念
演
奏
会 

日
時
／ 

10
月
6
日(

日) 

開
場 

午
後
0
時
30
分 

 
 
 
 
 

開
演 

午
後
1
時 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

□問
土
屋
謙
吾 

☎
０
２
６
７-

67-

１
６
７
７ 

第
69
回 

東
御
美
術
会
会
員
展 

日
時
／ 

10
月
14
日(

月)

～
20
日(

日)  

午
前
9
時
～ 

午
後
5
時 

（
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
・ 

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
） 

場
所
／ 

文
化
会
館
展
示
室(

15
日
休
館) 

□問
東
御
美
術
会 

庶
務
係 

安
保(

あ
ぼ) 

☎

64-

９
０
０
１ 

第
16
回 

東
御
市 

総
合
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

日
時
／
11
月
2
日(

土) 

午
前
9
時
～  

 
 
 
 
 
 
 

3
日(

日)

午
後
3
時 

場
所
／
中
央
公
民
館 

第
16
回 

東
御
市
短
詩
型
文
学
祭 

日
時
／
11
月
2
日(

土) 

午
後
1
時
～ 

場
所
／
中
央
公
民
館 

講
義
室 

 

□問
東
御
市
短
詩
型
文
学
祭
実
行
委
員
会 

 
 

事
務
局(

中
央
公
民
館
内)

☎

64-

５
８
８
５ 

 

第
36
回 

Ｔ
Ｎ
Ｓ
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

定
期
演
奏
会 

 

日
時
／
11
月
16
日(

土) 

開
場 

午
後
6
時 

 
 
 
 
 

開
演 

午
後
6
時
30
分 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

 
□問
大
塚 

 
 

☎

62-

３
６
５
８ 

 

第
16
回 

東
御
市
合
唱
祭 

日
時
／ 
12
月
8
日(

日) 
開
場 

午
後
0
時
30
分 

 
 
 
 
 

開
演 
午
後
1
時 

場
所
／
文
化
会
館
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ
ー
ル 

□問
合
唱
部
会
事
務
局 

土
屋
☎

62-

２
５
５
８ 

第
35
回 

支
部
長
杯
囲
碁
大
会 

日
時
／
11
月
24
日(

日) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 

（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

 
 

 
 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

 

 

「
新
年
碁
会
」
囲
碁
大
会 

日
時
／
1
月
26
日(

日) 

午
前
9
時
～
午
後
5
時 

 

（
受
付
午
前
9
時
） 

場
所
／
中
央
公
民
館 

参
加
費
／
会
員
1000
円
・
一
般
1500
円 

(

女
性･

高
校
生
以
下
500
円) 

 
 

 
 

賞
品
多
数
あ
り 

昼
食
は
用
意
し
ま
す 

□問
棋
道
部
会
長 

寺
島
☎

62-

２
９
１
９ 

    

今
号
の
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介
は
、
文
化
協
会

員
以
外
の
一
般
市
民
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
を
特
集
し
て
み
ま
し
た
。 

広
報
委
員 

天
野
泰
二
郎
（
舞
踊
部
会
） 

庄
村 

 

茂
（
合
唱
部
会
） 

太
田 

光
弘
（
文
芸
創
作
部
会

） 

成
山 

喜
枝
（
教
養
部
会
） 

堀
内
セ
イ
子
（
手
芸
部
会
） 

編
集
後
記 


